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第2回公開勉強会のおさらい

• 問題提起のきっかけ
• 研究・イノベーション学会第39回年次学術大会 企画セッションのディ
スカッションからCCライセンスがついていないものはオープンアクセ
スとは言えないという指摘。

• 機関リポジトリのコンテンツは、CCライセンスがついていないものが
多いため、他のステークホルダーから、機関リポジトリはダメだと言
われてしまう、というのは望ましい未来ではないという危機感。

• 第2回の勉強会では以下のラインナップで話題提供。
• 高橋菜奈子：問題提起

• 鈴木康平：CCライセンス、権利保持戦略、二次出版権

• 佐藤翔：権利保持戦略の実行状況
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で、どうしたらいいの？



鈴木康平先生のスライドから
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CCライセンスをつけよう（提案①）

最低限、CCライセンスをつけよう！

（著者にCCをつけてもらおう！）

• CCBY または CC０ を付与できたら、真のOAと言える。

• NC,NDがついたものは、狭義のOAではないけれども、許容範
囲。

• CCライセンスがついていないということは、単に読めるだけ
の、フリーアクセス（≠OA）。

➢ただし、著者にCCについて、意義とリスクを理解してもらうことが必要
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で、どうしたらCCライセンスはつけられるのか？



グリーンOAのCCライセンス（提案②）

• 海外ジャーナルの場合、出版の段階で出版社がCCのライセンス
を付与していることが多い

出版社のポリシーをまとめたサイトで確認して、

同じライセンスをメタデータに記述しよう!

• JISCのOpen Policy Fineder
• https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/

• 新SCPJ（学協会著作権ポリシーデータベース）
• https://docs.google.com/spreadsheets/d/1Qk8Wnl8JK9SGS7qpgyH1Z7O50jXMiTJ6SBSr0
3IV-7Q/edit?usp=sharing

• 「ライセンス情報（出版社版）」「ライセンス情報（著者最終稿）」という項
目あり。
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紀要論文のCCライセンス（提案③）

紀要雑誌の編集者と話しをしよう!

• 機関リポジトリでの紀要論文公開のために、リポジトリ設置当初には、
紀要編集者とお話をしていたはず。
典型的なケース
• 紀要雑誌の側で、投稿規定などによりリポジトリ公開について定める。
（紀要編集者と著者との間での合意）

• リポジトリ運営者と紀要編集者の間で合意。たとえば、公開の包括許諾書など。
• 実際のデータ（本文・メタデータ）受渡しの業務フローの確立。

• 今までの許諾は、著作権（公衆送信権）が主要テーマだった。

• 紀要の許諾の業務フローに、CCライセンスを含めればよいのではないか。
• 投稿規定等で定めることができるか、その場合、どのライセンスを選ぶか
• 著者ごとに違うCCを希望された場合の扱い
• 受渡しのデータ（メタデータ）にライセンス情報を追加できるか
• （※どうせ話をするなら、ついでに識別子（DOI）付与も検討したい！）
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CCライセンスの記入方法（提案④）

• アイテム毎につけられたほうの権利情報が流通する

アイテム単位の権利情報（dc:rights）に

CCライセンスを入力しよう！

• JPCOARスキーマver.2.0では、rdf:resourceにHTTP URI形式で記入す
ることを推奨

• ファイルごとに付与するライセンスのマークだけでは流通しないので
注意！

• ファイルによってライセンスが異なるようなら、別々のアイテム（メ
タデータ）として登録する。

• 研究データの「メタデータ共通項目」でも、アイテム単位の権利情報
が流通。
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画面例
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東京学芸大学リポジトリ
https://doi.org/10.50889/0002000297

流通用には「権利情報（dc:rights）」が重要！
JPCOARスキーマ ver.2.0の書き方がベター

（機械可読のURI形式も重要）



第2回の感想コメントから

• 厳密な意味での「オープンアクセス」は本当に必要なのか？著作権の
制限で認められている利用以外で、どのように論文を利用したいの
か？

• 議論の出発点は、著者や紀要編集委員会からの希望なのでしょうか。
それともリポジトリ収録論文をよりオープンにしたい図書館員の欲望
なのでしょうか？

• 同じ研究分野の研究者に参照してもらうこと(2025年からのOA義務化
の文脈に則るなら、納税者が研究成果を享受できるようにすること)
を目的とするのであれば、NC,NDを付与してパブリックアクセスでは
研究者視点で問題があるのでしょうか。

• 著者の意思確認は必要になると思いますが、やはりその手間が猛烈に
めんどくさい

再利用（Reuse）の意義に立ちかえろう
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CCのメリットは？



ワークシート

リポジトリコンテン
ツの種類

具体例 著作権者（ライセン
スをコントロールで
きる主体）

期待される効果 ToDo

セルフアーカイブ
（リポジトリは二次
公開先）

あるElsevier刊行誌
に発表された研究論
文

紀要論文
（紀要雑誌）

「〇〇大学文学部研
究紀要」

学位論文 S. Sakai (1986). 
Interconnection 
Networks in Highly 
Parallel MIMD 
Computers

研究データ 〇〇実験で得られた
××のX線CTデータ
セット

その他
（右の例は教材）

喜多一(2023). プロ
グラミング演習
Python 2023


